
令和３年度調布市立中学校における総合学力調査の結果（英語）について                    

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２  今後，各学校において，課題解決を図るための重点的な取組  

◎25 人以下の東京方式少人数・習熟度別指導の更なる充実  

～  生徒一人一人が参加する主体的・対話的な英語学習  ～  

どの生徒も間違いを恐れず，積極的に話したり，書いたりしようとする態度の育成を図る

ために，以下の取組を工夫する。  

・外国人講師 (ＡＥＴ )と連携し，1 単位時間の英語での「話す」，「聞 く」，「書 く」活動を工

夫するとともに，評価においては，個々のつまずきを丁寧に見取り，可能性，変容を評価

する「個人内評価」を推進する。  

・学習で生徒が話したり書いたりして間違ってしまった際，教師は生徒の積極性を褒め，

合っていた部分を評価した上で，改善点を生徒同士で話し合う中で見出していくなどの

取組を行う。  

・小中学校の円滑な接続のために，英語教育推進委員会にて指導方法等を共有する。  

(1)実施日  令和４年 1 月１４日 (金 )  

   ※新型コロナウイルス感染症の影響により，第三中は１月２５日 （火 ）に実施した  

(2)実施のねらい  

 ・令和３年度調布市立中学校に入学した生徒における，小学校高学年外国語，中学

校第 1 学年英語の学習内容の理解度を図る。  

・調布市立小 ・中学校における外国語活動及び外国語（英語 ）の授業改善に生かす。  

(3)実施教科等  

・英語 (中学校学習指導要領解説  英語の２学期までの範囲の内容 )  

(4)実施生徒   調布市立中学校第 1 学年生徒  １，４０４名  

(5)委託業者   (株 )ベネッセコーポレーション  

(6)調査で使用されている用語等について  

・平均正答率 ：その集団における生徒の正答率  

・四層割合正答率を最上位 (Ａ層 )から最下位 (Ｄ層 )まで 25.0 パーセント間隔で４つに  

分けた層  

 

○教科総合の平均正答率は 73.7 パーセントで，全国と比較して 7.5 ポイント高い。  

○「基礎と応用 」，「領域別 」，「観点別 」で，全国の平均正答率をすべて上回っている。  

○過去の調査と比較して，平均正答率が高いため，学力の定着が図れている。  

○「短答式 」「記述式 」の問題の無解答率は全国と比べて５％以上低い。すなわち，解答

している生徒の割合が全国を上回っている。  

●出題形式が「短答式 」「記述式 」の問題は，「選択式 」の問題と比べて正答率が低い。  

●「基礎 」問題において，平均正答率が問題によって全国平均正答率と比較して，大幅

に高いものや同程度の問題がある。  

 ・全国との差  最大：＋21.8％  最小：-12.8％  

■リスニングの問題において，英文の内容から写真を選択する問題の平均正答率が全国

と比較して低い。【必要な情報の聞き取り】  

・平均正答率は 44.9％である。（全国は 57.7％）  

■会話が成り立つように語句を並び替えて英文を完成させる問題において，〈所有代名

詞＋形容詞＋名詞〉を正しい語順で表すことが全国平均より低い  

【問 ３－３「基礎 」「選択式 」】  

 次の会話が成り立つように（   ）内の語 （句 ）を並びかえて英文を完成させるとき，正

しい順番になるものを，１～４から１つずつ選び，解答用紙の番号に○をつけなさい。  

 A: I s （ア  baseba l l  イ  teacher ウ  new エ  your）？  

 B:Yes,She i s .  

 ・平均正答率は 73.6％である。（全国は 75.1％）  

１  調査概要  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平均正答率  調布市  全国  全国との差  

教科総合  73 .7  66 .2  ＋7 .5  

基礎  77 .6  71 .3  ＋5 .3  

応用  59 .4  47 .5  ＋11 .9  

 

３  調査結果 (○：成果  ●：課題 )と特に課題となった設問

(■ )  

４  調布市及び全国の英語における平均正答率  

平均正答率  

(領域 )  
調布市  全国  全国との差  

聞 くこと  81 .9  78 .5  ＋3 .4  

読むこと  72 .1  61 .5  ＋10 .6  

書 くこと  67 .3  57 .4  ＋9 .9  

 

(1)関心・意欲 ・態度  質問別肯定郡回答状況一覧 (全問 )  

・肯定郡回答割合 (％ )：選択肢が 2 択 (はい／いいえ )の割合は「はい」，4 択 (よく／やや／あまり／まったく )の場合は「よく」と  

「やや」を選択した生徒の割合 (その他の回答・無回答を除く )  

 

 

質問項目  調布市  全国  
全国  

との差  

調布市における

Ａ－Ｄ層の差  

1 
外国の人々との交流などを通して，外国の異なる文化に対する理解を深めようと

している。  
66.6 63.4 +3.2 14.6 

2 
日本と外国 との生活や習慣，行事などの違いを知 り，外国の文化に対する理解

を深めようとしている。  
79.2 76.7 +2.5 18.8 

3 
関心のある事柄について，相手からの質問に対し，相手に伝わるよう英語で話

すようにしている。  
70.7 69.1 +1.6 31.3 

4 
日常的な話題について，事実や自分の考え，気持ちなどをまとめ，相手に伝わ

るよう英語で話すようにしている。  
57.4 57.1 +0.3 26.9 

5 
趣味や好き嫌いなど，自分に関する基本的な情報を相手が読んでわかりやすい

よう英語の文で書 くようにしている。  
81.9 78.3 +3.6 31.8 

6 
話し手の立場に立って相手の意見や考えを理解するために，英語で聞いたり，

質問したり，意見を言ったりしようとしている。  
80.0 77.1 +2.9 21.8 

7 
書き手の立場に立って，読んだことについて英語で質問や意見を言ったり，書き

手が望む情報を提供するために交流したりしている。  
53.3 54.2 -0.9 16.8 

※網掛けは，特に課題と捉えている部分  

平均正答率  

(観点 )  
調布市  全国  全国との差  

知識 ・技能  81 .5  75 .2  ＋6 .3  

思考 ・判断 ・

表現  
68 .7  60 .4  ＋8 .3  

 

５  質問紙調査について  

資料９  
令和４年４月２２日   

調布市教育委員会  指導室  


